
武庫小校区住民の
ふれあいと支えあいをめざして

武庫小校区まちづくり連絡協議会

令和5年度新委員説明会＜2023.4.23＞
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武庫小校区の現状

 開発から40年の地域⇒高齢化・子どもたちの声が聞こえな
くなってきた。

 フラワータウンの高齢化率：29.7％（令和3年3月現在の
人口20,611人）

 マンション（集合住宅）⇒コミュニティの希薄化

 新たな住宅開発地域（下深田）⇒若い世代が暮らす地域

地域の人口構成の特異性が顕著になってきている
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「まち協」の発足と経緯

住民座談会を２回実施（平成23年12月・24年2月）

座談会の参加者

・連合自治会・各単位自治会・小学校ＰＴＡ

・中学校ＰＴＡ・ゆうゆうクラブ（老人会）

・民生委員児童委員・ふれあい活動推進協議会

・武庫小学校・北摂第一幼稚園保護者の会

・一般住民の皆さん
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住民座談会での意見

 近所づきあいについて

・地域間の交流、住民交流、学校との交流不足等

 子育てに対する支援について
・放課後や休日等の子どもの居場所等

 高齢者に対する支援について

・買い物など外出の移動支援や家事支援等

 防犯・防災体制について

・登下校時の子どもの見守りや防犯・防災体制

 情報不足について

・近所のことがわからない、相談窓口がわからない等

 自治会関係について

・役員の継続性・担い手不足、自治会離れ等 4



住民座談会での意見集約（組織体制のみ）

 それぞれの団体は、子育て支援・高齢者支援・健康づくり・コ
ミュニティづくり等、様々な取り組みを行っているが、広がり
がない。

 他の団体の動きがわからない。

 各団体の役員が一年単位で交代となるので継続的な課題の改善
ができない。

 各団体が情報交換できる場をつくり、連携した取り組みをして
いくことが必要。

「人」・「もの」・「金」の確保
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「県民交流広場事業」への提案と
武庫小校区まちづくり連絡協議会の発足

 平成２４年１０月～

 県民交流広場事業（平成２５年度が事業申請の最終年度）
への提案準備を進める。

 武庫小校区まちづくり連絡協議会の設立準備進める。

 平成２５年５月：武庫小校区まちづくり連絡協議会設立

 平成２５年１０月：県民交流広場事業採択される
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三田市ふるさと地域交付金を活用しよう

 校区全体の住民交流の場として

 校区内各団体が知りえるきっかけづくりの場として

 子どもたちを基軸に、若い世代（パパ・ママ）のできること、
高齢者（じいじ・ばあば）のできることを結集する場として

 子どもたちが「心のふるさと」を感じられるまつりとして

「校区ふれあいまつり」が
できないだろうか？
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武庫小校区ふれあいまつり＆ミニねぶた
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子どもたちの「ミニねぶた」
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自治会や地域の団体が
模擬店を開設
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「ふれあいまつり」をしてよかったこと。

 まち協構成団体が、まつり実行委員会の一員となり、当日はもちろん、
準備段階で顔を合わすことができた。

 子どもたちが、ねぶた絵制作や、提灯づくり、ステージ参加など、ま
つりを楽しむだけでなく、まつりを作り上げる段階から参加できた。

 地域の大人たちに、ねぶた屋台の製作、会場設営、模擬店の出店、ね
ぶた巡行の引率などに快く参加してもらえた。

令和2年度以降はコロナウイルス感染拡大予防のため
『ふれあいまつり＆ミニねぶた』は中止になりました。
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「まち協」のイメージ図
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６つの部会で活動を展開

 ①子育て支援・多世代交流部会

 子どもを基軸にして、人と人、地域と地域がつながり、人の輪が広がっていくことをめざす。

 ②コミュニティ部会

 地域住民の語らいの場、集える場を創設していく。

 ③防犯・防災部会

 地域の安全・安心のまちづくりのため、地域で取り組める防犯・防災対策を行う

 ④高齢者等支援部会

 高齢者等の移動支援のための仕組みづくりや緊急時の支援･安否確認の仕組みを考える。

 ⑤公園管理事業部会

 三田市との協定による公園・緑地の環境保全の実施

 ⑥コミセン運営部会

 地域拠点の中心、武庫が丘コミュニティセンターの管理運営を行う。

令和5年度新設予定

13



子育て支援・多世代交流部会

コミュニティ部会

防犯・防災部会

高齢者支援部会

公園管理事業部会

コミセン運営部会

まち協委員

まち協委員の皆さんには6つの部会
のいずれかに所属していただきます。

所属している団体に関連するもので
主に決まりますが、希望があれば変
更することもできます。
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昨年度のまち協の活動

4月 新委員説明会
5月 定期総会
6月 役員会・委員会
7月 役員会・委員会
8月 役員会・委員会

★ちょうちんの夕べ（三田谷公園）
9月 役員会・委員会

★公園管理事業報告書提出（前期）

10月 役員会・委員会
★SDGｓ無料市
★ハロウィンウォーキング
（ひまわり公園・6丁目公園）

11月 役員会・委員会
★むこグルグル実証実験
（武庫小校区内）
★三田まつり出店（まち協有志）

12月 役員会・委員会
1月 役員会・委員会
2月 役員会・委員会

★シイタケ菌植え体験（コミセン）
3月 役員会・委員会

★武庫小校区防災訓練
（武庫小学校グラウンド）
★公園管理事業報告書提出（後期）

その他、まち協サロン 毎月第２・４土曜日
１０時～１１時 参加費１００円

テーマ型サロン 毎週火曜日
１０時～１２時

いずれも武庫が丘コミセンで開催されました。 15



子育て支援・多世代交流部会の活動

ちょうちんの夕べ

ハロウィンウォーキング
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コミュニティ部会の活動

まち協サロン

テーマ型サロン

SDGｓ無料市

シイタケ菌植え体験
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防犯防災部会の活動 令和4年度
武庫小校区防災訓練

武庫小校区児童見守り隊による登下校の見守り
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高齢者支援部会の活動 公園管理事業部会の活動

武庫サポートによる高齢者支援

草刈り隊による小学校や緑地の
草刈り

公園簡易清掃

むこグルグル
実証実験 19



コミセン運営部会の活動 令和5年度新設予定

今年度より連合自治会から委託を受け、
武庫小校区まち協がコミセンの管理・運
営を行うことになりました。それに伴い、
新たに「コミセン運営部会」が新設され
ます。

コロナウイルスが蔓延し、長く休館と
なったコミセンに活気を取り戻すべく、
利用者視点の使いやすく魅力あるコミセ
ンを目指し、再構築を図ります！
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公園管理事業とは・・・

２丁目・グリーンハイツ・６丁目・８丁目・ノア・ルーラ自治会所属のまち協委員

三田市と協定を結び、三田市が管理する公園・緑地の環境保全を
行います。年間５回以上の簡易清掃をし、前期（４月～９月）・
後期（１０月～３月）に作業の写真付きで報告書を提出します。
公園の面積に応じて担当自治会に報奨金が支払われます。

各自治会担当の公園

2丁目 2丁目児童公園 ノアガーデン どんぐり公園
グリーンハイツ ひまわり公園 ルーラガーデン ルーラ公園
6丁目 6丁目児童公園 下深田公園
8丁目 8丁目児童公園 21



まち協委員会への参加について

『Ｒ５まち協委員会』に皆さんを招待します（写真はＲ４のもの）。
委員会のお知らせをこのグループLINEで行います。このほか、各行事の
予定や配布物のお知らせなどもこのLINEを使ってお知らせします。

事前に協議事項を書いたレジュメを送信します。質問などがあれば委員会
当日に発言してください。また確認いただいていることを前提としていま
すので、欠席される場合は協議事項についてまち協に一任されたとみなし
ます。異議があれば事前にまち協までお知らせください。

リモートで参加される場合は予めzoomアプリをインストールしてくださ
い。こちらのアドレスからzoomで委員会に参加できます（機種によって
はIDやパスコード入力が必要になります）。顔出しする必要はありませ
んが、誰が参加しているかわかるように名前を入れてください。会議中
は発言以外の場面では常に消音（ミュート）でお願いいたします。

おおむね月1回開催
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まち協のイベント企画・
提案など

地域の問題、困りごと、
解決策など

所属している団体か
らのお知らせ、募集

配布物のお願い

まち協の備品を貸してほし
い！ こんな備品を購入し
てほしい！

コミセンの使い方

他の構成団体と協力して
活動したい！！

まち協委員会では・・・

などなど・・・
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まち協の連絡ルールについて ①

◆事務局から委員会などの連絡をしますが、既読で確認しますのでこちらから求め
ない限りその都度「了解しました」の返信は不要です。

◆委員会欠席連絡は「R５まち協委員会」のLINE上でお知らせください。事前に会
議のレジュメを送信しますので、欠席の場合は協議事項についてまち協に一任した
とみなします。

◆「Ｒ５まち協委員会」のLINEは協議をする場ではありません。意見や質問がある
場合は「武庫小校区まちづくり連絡協議会」のLINEに直接連絡するか、もしくは委
員会の場で発言してください。グループLINE上ではお応えできません。

◆個人情報などを含む連絡がある場合はグループLINEではなく「武庫小校区まちづ
くり連絡協議会」のLINEに連絡をしてください。

まち協についてのご意見や質問は「武庫小校区まちまちづくり連絡協議
会」のLINEに直接ご連絡ください。個人情報を含む内容もこちらでお願
いいたします。 24



まち協の連絡ルールについて ②
◆まち協事務局について
まち協事務局 まち協寄合所（２丁目６-３）
※武庫小学校PTA室に事務局を置いていましたが、感染予防のため寄合所に移転しています。
今後コロナが５類に引き下げられたら、小学校PTA室に戻る予定です。

毎週火曜日 １０：００～１２：００ １３：００～１６：００
毎週金曜日 １０：００～１２：００

※年末年始、GW、お盆、祝日が休みとなります。学校へ移った場合は学校休業日も休みになります。

◆電話 ０８０－２４６７－５０２６
※事務局が休みの時は電話に出れないことがあります。折り返し連絡します。

◆メール machikyou@hotmail.com

※事務局が休みの時は返信が遅れることがあります。急ぎの場合はLINEでお願いします。

GW以降、定期総会の連絡を委員の皆さんに行います。
まだの方は早めにLINE、メールを登録してください。25
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まち協の所有する備品

炊飯器

麻雀テーブル

プロジェクター

りんご飴機

和太鼓

綿菓子機

ポップコーン機

自動草刈り機

エンジンブロワー
3段セイロ
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広報活動

まち協だより

ホームページ

Facebook
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課題と今後

 委員としての参画はできたが、団体としての積極的参加には至らなかった

 継続するための財源確保

 まつりを支える人の高齢化

 人：これまでにつながった人・地域を継続的に関わってもらえる人材と
して確保していく 特に若い世代の人材育成が必要

 もの：まち協として、活動拠点や活動に必要な備品は順次整備できてい
るので、有効活用する

 金：活動に見合った助成事業や交付金の活用のほか、事業者への協力依
頼、コミュニティビジネスを見据えた事業展開など

28



武庫小校区まち協のめざすものとは？

 武庫小学校校区に暮らす住民が、ともに幸せを感じながら自分た
ちのまちに誇りと愛着を感じることのできるまちづくりを進めま
す。

 そのためには、校区で活動している各種団体などが連携・協力し
て、「できる事を、できる時に、できるところから」をモットー
に取り組んでいきます。

 そして、それぞれの活動の輪が広がり、住民の皆さんのつながり、
支えあいを進めていきましょう。
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ご静聴ありがとうございました

武庫小校区まちづくり連絡協議会
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